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シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
体
験
記
に
つ
い
て

三
重
県

松

本

春

男

表
記
の
件
に
つ
い
て
、
正
直
言
っ
て
自
分
も
満
八
十
歳

の
高
齢
に
達
し
、
種
々
そ
の
体
験
記
に
つ
い
て
無
数
の
記

録
が
頭
中
に
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
始
終
総
て
明
白

に
記
載
を
、
の
件
に
つ
い
て
は
至
極
困
難
な
点
を
予
め
申

し
上
げ
て
執
筆
い
た
し
ま
す
。

記

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
五
月
三
十
日
、
三
重

県
志
摩
郡
磯
部
町
沓
掛
に
生
を
受
け
、
磯
部
尋
常
高
等
小

学
校
を
卒
業
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
四
月
、
当
時
大
阪
の
関
西

工
業
学
校
（
現
在
の
大
阪
工
大
学
校
）
の
二
学
年
に
入
学

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
六
年
三
月
二
十
五
日
に

卒
業
し
て
、
卒
業
時
の
成
績
は
四
番
と
割
合
好
成
績
だ
っ

た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
、
実
家
に
は
既
に

父
を
亡
く
し
、
母
親
一
人
、
実
兄
は
現
役
（
韓
国
竜
山
）

で
、
の
ち
数
回
、
中
国
の
北
、
中
支
へ
召
集
さ
れ
て
お

り
、
戦
闘
に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
私
が
工

学
中
に
あ
っ
た
記
憶
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

さ
て
私
事
で
す
が
、
学
校
卒
業
後
土
建
会
社
に
入
社
し

て
、
当
時
、
大
阪
、
横
浜
、
青
森
県
大
湊
の
海
軍
の
軍
舎

等
建
築
場
の
現
場
監
督
を
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
十
七
年
に
徴
兵
検
査
を
故
郷
で
受
け
て
、
志
摩

郡
鵜
乃
小
学
校
で
し
た
が
、
検
査
は
志
摩
郡
で
ト
ッ
プ
の

合
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
十
八

年
一
月
十
三
日
、
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
、
代
表
者
と
し

て
出
征
兵
を
代
表
し
て
挨
拶
し
、
広
島
集
合
に
て
伊
勢
神

宮
へ
参
拝
し
て
一
同
十
五
人
広
島
へ
。
次
に
下
関
か
ら
釜

山
、
朝
鮮
半
島
を
北
上
し
て
、
一
月
二
十
三
日
だ
っ
た
と

思
う
が
、
当
時
満
州
東
寧
の
三
六
一
一
部
隊
入
り
し
た

後
、
軍
隊
の
規
則
に
沿
っ
て
軍
律
厳
し
く
初
年
兵
の
務
め

を
実
行
す
る
。

二
年
兵
以
後
は
自
分
も
本
部
命
令
で
初
年
兵
教
育
係

に
。
後
、
本
部
の
兵
器
係
に
。
途
中
、
命
令
で
チ
チ
ハ
ル
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工
兵
学
校
へ
配
属
さ
れ
て
、
数
日
後
ソ
軍
が
東
寧
辺
り
よ

り
東
側
か
ら
宣
戦
し
て
来
た
。
そ
こ
で
チ
チ
ハ
ル
工
兵
学

校
で
の
命
令
で
原
隊
復
帰
へ
。
途
中
牡
丹
江
で
列
車
動
か

ず
。
よ
っ
て
我
々
工
兵
隊
の
肩
章
故
に
三
〇
キ
ロ
爆
弾
を

与
え
ら
れ
、
ソ
軍
の
戦
車
攻
撃
隊
員
と
し
て
戦
闘
に
参
加

す
。
す
な
わ
ち
決
死
隊
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
夜
明
け
て
、
す
な
わ
ち
八
月
十
七
日
午
前
十
時
頃
、

全
員
が
舎
前
集
合
し
、
隊
長
、
も
ち
ろ
ん
他
部
隊
の
将
校

曰
く
、「
実
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下
の

玉
音
に
て
戦
争
終
結
と
の
命
令
下
る
。
ソ
軍
侵
入
し
て
も

一
切
手
出
し
は
な
ら
ん
、
よ
い
か
」。

後
、
海
林
と
い
う
所
に
満
州
関
東
軍
の
大
半
が
集
結
し

て
時
を
待
つ
。
そ
し
て
九
月
二
十
二
、
三
日
頃
、
ソ
軍
の

指
示
に
よ
り
、「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
へ
、
そ
し
て
日

本
ダ
モ
イ
」
の
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
ソ
満
国
境
の
綏
芬
河

を
通
り
ソ
連
の
地
へ
。

十
数
日
歩
行
し
、
日
照
あ
れ
ば
南
北
が
分
か
る
が
、
十

月
三
日
か
、
日
が
沈
む
頃
山
奥
へ
と
入
る
。
直
ち
に
木
を

切
り
、
幹
を
柱
に
屋
根
等
を
枝
で
囲
っ
て
仮
装
住
居
に
。

そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
処
理
後
、
眠
り
に
入
る
。
翌
朝
か
ら
山

へ
と
伐
採
作
業
に
。
朝
星
夜
星
の
重
労
働
、
着
の
身
着
の

ま
ま
、
顔
洗
う
で
な
し
、
洗
濯
も
も
ち
ろ
ん
、
入
浴
等
一

切
な
し
で
、
足
元
か
ら
頭
の
先
ま
で
シ
ラ
ミ
の
大
群
に
血

を
吸
わ
れ
て
骨
皮
筋
エ
門
の
言
葉
が
適
当
な
り
。
す
な
わ

ち
十
月
〜
十
二
月
約
三
カ
月
、
一
日
の
休
日
も
な
し
。

昭
和
二
十
一
年
元
旦
が
待
ち
こ
が
れ
た
休
日
だ
っ
た
。

す
な
わ
ち
二
十
二
歳
の
若
い
年
に
頭
の
毛
一
本
も
な
く
、

栄
養
失
調
の
極
に
達
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
し
。
食

事
の
方
は
一
片
の
黒
パ
ン
一
枚
だ
け
、
お
茶
は
も
ち
ろ

ん
、
水
分
の
補
給
全
然
な
し
。
腹
が
減
っ
た
、
何
か
口
に

入
れ
る
も
の
を
多
少
で
も
と
思
い
つ
つ
作
業
帰
り
の
暗
闇

の
道
中
で
足
で
探
し
て
、
コ
ロ
コ
ロ
と
足
に
当
た
っ
た
物

を
拾
っ
て
帰
隊
し
て
見
た
ら
、
シ
ベ
リ
ア
凍
土
の
地
で
の

思
い
出
は
馬
糞
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
旦
飯
盒
に
て
茹

で
合
わ
せ
て
一
部
残
存
す
る
未
消
化
物
、
例
え
ば
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
等
を
分
別
し
て
一
口
だ
け
で
も
腹
の
足
し
に
と
食

し
た
記
憶
も
頭
に
あ
る
。

伐
採
作
業
が
十
月
末
頃
終
わ
り
、
こ
れ
ま
た
次
の
作
業
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へ
と
数
日
歩
い
て
広
野
が
眼
前
に
見
え
る
。
一
泊
し
て
次

の
日
に
シ
ベ
リ
ア
大
地
の
稲
畑
、
す
な
わ
ち
稲
刈
り
作
業

に
動
員
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
た
朝
星
夜
星
の
強
制
労
働
、
死

相
間
近
の
ど
ん
底
生
活
。
稲
刈
り
し
て
も
一
粒
の
米
も
与

え
て
く
れ
ず
、
一
方
刈
り
取
っ
た
稲
は
山
積
み
し
て
、
後

日
ソ
連
が
脱
殻
機
で
処
理
す
る
と
の
こ
と
に
て
、
我
々
は

刈
り
取
る
の
み
の
作
業
な
り
。
翌
日
作
業
場
へ
入
る
と
、

鼠
の
大
群
が
最
高
の
食
料
と
食
べ
に
来
て
い
る
。
そ
れ
を

我
々
皆
が
我
先
に
と
殺
傷
し
て
腹
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、

昼
食
時
あ
る
い
は
休
息
時
に
焚
火
を
し
て
鼠
を
焼
き
空
腹

を
満
た
し
た
一
歩
で
も
あ
っ
た
。
現
代
の
若
人
ま
た
は
一

般
大
衆
の
人
々
に
言
っ
て
も
通
じ
な
い
作
り
言
と
受
け
止

め
ら
れ
る
か
も
…
。
事
実
我
々
が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
体
験

し
て
来
た
状
況
な
り
…
。

こ
の
よ
う
な
苦
痛
の
生
活
の
中
、
一
月
中
旬
頃
ま
で
の

稲
刈
り
作
業
中
、
多
数
の
人
々
が
夜
床
に
就
く
が
朝
に
な

る
と
起
床
合
図
で
声
も
な
く
、
死
亡
し
て
い
く
。
明
日
は

我
が
身
か
と
心
中
分
裂
す
る
も
如
何
と
も
仕
方
な
し
。
申

言
す
る
こ
と
山
積
す
る
も
以
上
な
り
。
前
記
詳
細
止
む
と

こ
ろ
な
し
だ
。

さ
て
、
一
月
二
十
日
頃
、
東
京
ダ
モ
イ
の
嘘
言
葉
に
乗

せ
ら
れ
て
夜
行
列
車
（
貨
物
）
に
乗
っ
て
朝
方
某
駅
へ
着

く
。
雪
は
降
り
つ
つ
も
初
め
て
街
ら
し
い
駅
頭
だ
。
降
り

る
者
へ
ソ
軍
の
女
医
か
も
、
一
人
一
人
に
片
言
で
、
頭
痛

い
か
、
腹
痛
い
か
と
の
こ
と
。
自
分
は
何
故
か
足
が
痛
い

と
申
言
す
る
。
す
な
わ
ち
次
の
作
業
で
働
け
る
か
否
か
を

決
定
す
る
確
認
の
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

健
康
者
と
病
弱
者
と
分
別
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
自
分

は
病
弱
者
と
し
て
入
院
病
棟
へ
送
ら
れ
る
、
そ
し
て
詳
細

は
際
限
な
し
。
前
記
夜
行
列
車
中
に
空
腹
等
体
力
の
限
界

で
足
が
凍
傷
に
な
っ
て
、
そ
の
後
治
療
に
の
み
病
院
生
活

に
専
念
す
る
。
凍
傷
は
全
治
な
し
、
傷
口
は
悪
い
所
と
よ

い
所
の
境
目
の
多
少
よ
い
所
か
ら
昔
の
木
鋏
で
切
断
す

る
。
痛
み
止
め
の
薬
と
か
注
射
な
し
で
目
の
前
で
切
り
落

と
さ
れ
て
、
あ
の
時
の
痛
感
は
今
で
も
忘
れ
去
る
こ
と
な

し
だ
。
連
日
包
帯
の
交
換
、
目
の
前
で
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
と

音
が
す
る
、
そ
の
痛
さ
は
受
け
た
者
し
か
分
か
ら
な
い

…
。
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五
月
頃
だ
っ
た
か
、
軽
傷
の
者
、
元
気
回
復
者
は
再
度

労
働
へ
、
我
々
全
治
皆
無
者
は
ダ
モ
イ
東
京
と
の
こ
と
。

詳
細
は
忘
却
だ
。
帰
っ
て
地
図
を
見
て
、
ソ
連
と
北
朝
鮮

と
の
国
境
辺
り
の
ポ
セ
ッ
ト
湾
よ
り
船
に
乗
り
、
北
朝
鮮

の
茂
山
と
い
う
所
へ
臨
時
在
住
し
て
約
一
カ
月
過
ご
し
て

南
下
、
咸
興
へ
下
が
り
約
二
週
間
位
、
興
南
港
へ
と
。
い

よ
い
よ
ダ
モ
イ
、
日
本
へ
と
港
へ
誘
導
さ
れ
る
が
、
再
び

ソ
連
へ
か
と
心
中
動
揺
し
つ
つ
行
く
も
日
の
丸
の
つ
い
た

船
が
目
に
映
る
。
あ
れ
だ
あ
れ
だ
と
乗
船
す
る
。
天
候
よ

し
、
波
風
よ
し
。
動
き
始
め
る
と
南
へ
南
へ
と
航
進
す

る
。
二
日
間
位
か
、
次
々
と
小
島
と
か
松
の
木
と
か
、
久

し
ぶ
り
に
竹
林
が
見
え
て
く
る
。
ま
さ
に
九
州
航
路
だ
と

安
堵
感
充
満
だ
。
そ
し
て
着
い
た
所
が
長
崎
の
佐
世
保
港

だ
。軍

隊
で
の
数
々
の
数
奇
を
回
想
し
つ
つ
、
帰
還
後
は
多

少
の
巡
回
の
中
、
満
六
十
六
歳
ま
で
元
気
に
職
業
を
重
ね

つ
つ
、
現
在
は
厚
生
年
金
と
軍
隊
、
シ
ベ
リ
ア
の
傷
病
年

金
を
受
け
な
が
ら
満
八
十
歳
の
昨
今
な
り
。

種
々
記
載
い
た
し
た
い
こ
と
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
一
つ
を
列
記
す
る
こ
と
は
最
早
老
境
に
達
し
削

除
い
た
し
ま
す
故
、
悪
し
か
ら
ず
御
放
念
賜
り
ま
す
よ

う
、
筆
を
お
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

乱
文
乱
筆
を
併
せ
て
御
容
赦
下
さ
い
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

滋
賀
県

小

杉

良

夫

生
い
立
ち
か
ら
入
隊
ま
で

私
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
二
十
五
日
、

近
江
八
幡
市
馬
淵
町
、
福
永
太
良
左
衛
門
の
六
男
と
し
て

出
生
。
小
学
校
三
年
生
の
一
月
、
母
死
去
。
昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）
年
馬
淵
小
学
校
卒
業
後
、
義
兄
（
姉
の
夫
）

の
経
営
す
る
三
中
井
百
貨
店
の
本
店
の
あ
る
朝
鮮
京
城

（
ソ
ウ
ル
）
府
に
行
き
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
京
城
公
立

商
業
学
校
を
繰
上
げ
卒
業
し
て
、
昭
和
十
七
年
四
月
、
三

中
井
百
貨
店
奉
天
（
瀋
陽
）
支
店
に
入
社
。
そ
の
後
、
大

邱
店
へ
転
勤
。
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
日
、
現
役
兵
と
し
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